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Table2. Effectivenessof(rdl-trapsallethrin,Iaandlbtoadultsofthecommonhousefly,
Muscadomesticaz)icinaMacq.appliedtopicallyinacetonesolution.

Knock･down Mortality
(after30minutes) (after24hours)

KD-50 Relative LD-50 Relative
(γ/fly) effectiveness (γ/fly) effectiveness

α-dl-tyansallethrin 0.40
benathrinla 0.21

Eso-benathrinIb 384.28

1.000 1.29 1.000
1.904 0.13 9.923

0.001 29.49 0.044

SummaL･y

Therelationship between chemicalstructure

andinsecticidalactivity ofchrysanthematesof

substituted･benzylalcohols,-phenolsand-cyclohe･

Ⅹanolsisdiscussed.
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13. イエバエに対するフタールスリンと合成共力剤の共力効果 について ピレスロイドの生

也.試験に関する研兜 節 3和 式祐和雄 (大阪府立公衆衛生研究所) は田四郎 ･蓮生nj]郎 ･大森yl男 ･

雌本侶子 (日本柑脳株式会社研究所)41.3.9受理

Phthalthrinに非力剤を氾J7]したときのイエバエに対する火力効果を,雑益滴下法と呪ihtT?降下法に

よって火験した.その鮎凪 phthalthrinに対して safroxanの共力効果が政も大きかった.しか

しこれをピレトリンと piperonylbutoxideにおける共力効鵜と比較すると劣っていることがみとめ

られた.

虫近わが国で開発された phthalthrinは, 昆虫に

対し速効的な麻畔作用をもつすぐれた新ピレスロイド

1'=)で次のような梢近式を有する化合物である.
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しかし,致死の効力にほとばしく,致死脱皮に述し

ない場合は蘇生する割合が比較的高いという欠陥をも

っことは,ピレトリンやアレスリンなどと同様である.

この欠陥を純なうためには,共力剤と混用して効力を

たかめることが考えられる.従来有効と考えられてき

た種々の非力剤も,菊酸エステル塀の化学梢造によっ

てその非力効果が同一にあらわれないことは, これま

で数多くの研兜によって明らかにされてきたとおりで
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ある.

phthalthrinに対する共力剤の効果については合本

らl)の報LBがあるが,本報では主として methylene･

dioxyphenylgroupをもつ各種の共力剤を phthal･

thrinと混用した場合, イエバエに対してどのような

共力効果があらわれるかについて比較実験を行なった

ものである.

実験材料および実験方法

実験に供したphthalthrinは,住友化学工X株式会

社製造による活性成分88.2%のtechnicalgradeのも

のを,また比較に用いたピレト.)ンは以桐駆虫剤判迎

株式会社製造のtotalpyrethrins23.57,%(I12.37,%.

ⅠⅠ11.20%)を含むエキスである. また合成非力剤に

は piperonylbutoxide,safroxan,Sulfoxide,〝-

propylisome および S-421のそれぞれ technical

gradeのものを突験に供した.
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実験にFT]いたイエバエ MuscadomcstLIca vJ'cl'na

Macq.は高槻系で, 当研究室 において幼虫11抑ま小変
.ふすまと魚粉2:1の氾合培兆で.成山肌ま2%砂桃水

とミルクをあたえて尉 t潤ffした系統である.羽化後

2-4日の砂糖水だけをあたえて朗ffしたメスを火映に

用いた.

実験は放免滴下はおよびPn諜降下法によって行なっ

た.

微rTit滴下法 :エーテルでかるく麻酔したメス成虫の

胸狩部に,miCrosyringeを用いて供試薬剤のアセト

ン桁淡を0.6/Ltずつ滴下する.こうして処理したハエ

は.別をいれた直径9cm,托さ6cm の腰高シャーレ

にそれぞれ20匹ずつうつしいれ,25oで約24時間経過

後に生死を判別して記録した.実験は1洗皮について

6回くりかえした.

唄T9才降下法 :突放の浜田,方法についてはi)fJ印 1)に

和告した試験法と全く同様である. 1回の実験には15

匹のイエバエを供試し.祝祭はノックダウン効果およ

び致死効果とをあわせて行なった.実験は1況皮につ

いて5回くり返えし,実験中の温度はすべて250前後

のtll机下で行なった.

実験結果と考察

1.孤-_Tit柿下法による各班兆力剤の効力比佼

実験の放初に,tJE試したこれら非力剤のそれぞれが

Iti独において殺虫力をもたないものか どうかを碓かめ

るた砂,0.0625%より1%まで各種況度段階のSyner･

gist-acetone桁紋をつくり,これをイエバエに滴下処

理したその結卿ま邦1表に示すとおりで,methylene･

dioxyphenylgroupの各兆力剤はいずれも111出とし

ては殺虫力をもたないことが碇かめられた.出対 ヒ胴

肪族エーテルであるS-421においてはかなり吊い致死

作用がみとめられ,この結栄よりLD50を求めてみる

と2.0326FLg/flyとなった.

それぞれの況度のphthalthrinに対し,共力剤を5

倍虫加え各濃度ごとの平均死亡率を求めた. この死亡

率をプロビットに変換し,温度を対数にとってプロッ

トし,それらの点を満足する予僻回帰直線をもとめて

Table1. Thetoxicityofsynergistaloneapplied

topicallytohouseflies.

図示したのが那1図である.さらに Finneyの図解法

にもとずいてLD50を求めた.それぞれの伯は節2表

の左欄に示すとおりである.
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Fig.1. Therelationbetweendosageandmor･
talityofhousefliestreated with phthalthrin
combinedwithvarioussynergistsataratioof
l:5bytopicalapplication.

Table2. Thefactorsofsynergism andLD50

valuesofphthalthrincombinedwith various
synergistsataratioof1:5appliedtopicallyto
femalehouseflies.

Toxicant IPhthalthrinIPyrethrins

synergist F(′LLg/DllOy)sF,ancet誌 soLl(pLg/DfTy)sFyancet,ogrisOL

データを比較するために,対 phthalthrin:との比

LDB.phthalthrin/(LDdOphtha]thrin+synergist)か

ら効力和地庇書を求め.それぞれの八･)J剤について比

暇すると.safroxanは8.91倍となって伯のいずれの

-3t･JJ刑 よ ()も効n!が大きかった. ついで sulfoxide

あるピレスロイドの効力と,それに共力剤を加用し

たときの効力とを比較したときに表現される効力増

強皮は factorofsynergism とよぴ, ある共力剤

を加用したピレスロイドの効力と,他の共力剤を加

用したときの効力とを比較した場合 は relative
potencyとよぶことが Chadwickg)によって示され

ている,
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Fig.2. Therelationbetweendosageandmor･

talityofhousefliestreatedwithpyrethrinsplus

piperonylbutoxideataratioof1:5bytopical
application.

6.38倍.p.butoxide3.89倍となり,p.isome~は1.50

倍で最も小さかった.

一方,ピレトリンに p.butoxideを混用したときの

効力について,同様な方法で求めた結果をまとめ,節
2図および邦2誠の右欄に示した. ピレトT)ンに対す

る p.butoxideの効力増迫皮は13.7倍であり.これを

phthalthrinにおいて虫もすぐれた共力効果をもたら

した phthal.+safroxan と比較しても,py.+p.

butoxideの方がはるかにすぐれていることがわかる.

つぎに同じ氾庇の phthalthrinに対し,共力剤の

混合比率をふやしてゆくと, どの程度まで死虫率がた

かまるものかについて枚討した.共力剤として p.bu･

toxideを用いた.すなわち各穏温度の phthalthrin

に対し,p.butoxideを投低1.25倍,扱高20倍虫まで

増丑してゆき井出一死虫串の関係を p.butoxideの混

合倍数別にプロットして回帰iEi線をひいてみると,節

3図のようになった.すなわち,p.butoxideの混合

倍数が大きくなるにしたがい,ほぼ平行してより高い
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Fig.3. Therelationbetweendosageandmor･

tality ofhousefliestreatedwith mixturesof

phthaltbrinpluspiperonylbutoxideatdifferent

ratiobytopicalapplication.
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死虫率の方-と移動した.それぞれの回帰直線から

LC50を計算したところ phthalthrinに対し p.buto･

Xideを 1.25,2.5,5,10,20倍混合したときにそれ

ぞれ0.0447.0.0389,0.0343,0.0292,0.0275%とな

った.これを phthalthrin単独のときのLC引)(0.1333

%)と比較して効力増迫皮を求め,図示したのが第4

図aである. この曲線からみると,p.butoxideを添

加する倍率をたかめるのにともない,増独庇も急敵に

上昇し,その量が10倍をこえると横徐になり,20倍あ

たりでほぼ限界に達している.

ここにおいて,ひとしい殺虫効果が期待されたとし

ても,その効力まで到達したあるformuhtionの価格

は共力剤の混合剤合によって変わってくる.Chad･

wick2)はこのような関係を次式によって表現できるこ

とを示した.すなわち,

叫価-

phthalthrinの棚 競 謡 Cの棚 ×軌 刷

上式にあてはめて単価 (g)を井出すれば,邦4図

bのグラフが画かれる (かりに phthalthrh 30.00
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Fig.4.a.Therelation betweenthefactorof

synergism ofpiperonylbutoxidetophthalthrh

andmultipleofpiperonylbutoxide.b.Thecost

ofmixtureatdifferentproportionsofpiperonyl

butoxideyenpergram.
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Table3. TheratesoEknockdownandmortalitiesofhousefliestreatedwith

phthalthrinorpyrethrinscombinedwithsynergistataratioof1:10bythe
settlingmistapparatus.

Toxicant l 0.1% Phthalthrin

synergist l叢Tn6.0) sFyancet,ogris霊 Mor:oao,Iity

Piperonylbutoxide
Safroxan

かPropylisome
SulEoxide

S-421

Mortality
(形)

0.1%
Synergist
Mortality

(形)

2.63 28.5

2.42 1.09 88.8

2.47 1.06 82.0

2.48 1.06 85.0

2.57 1.02 87.1

2.57 1.02 93.2

4.9

98.7

94.5

81.3

100.0

89.2
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yenpergram.p.butoxide1.60yenpergram と

おいた). このような表現法を用いると,効力の和地

皮をしるだけでなく,それに付糾した托折的な効率を

もあわせてしろことができよう.

2.Pn霧降下法による効力比較

phthalthrinに10倍虫の共力剤を況mした石油紋の

効力を噴霧降下法によって実験した. ノックダウン効

三村こついて祝祭の締架よりKT｡○を計T3:し,その相対

有効度で比校した(節3表).

phthalthrin叩独の場合のKT60は2.63分を示した

のに対し,共力剤を氾用した場合でもいずれもほとん

ど変らなかった.S-421は,畔独に用いてもノックダ

ウン効果は大きくあらわれ,KT80は3.49分という伯

がえられた.

一方死虫串をみると.共力剤との混用によって死出

率は高くなり,火力効果が認められたが.微琉滴下法

の場合のように共力剤によって増漁皮に優劣の差矧ま

ほとんどあらわれなかった.比校のためにピレトリン

とp.butoxideについて実験した (郡3表), これを

phthalthrinでの成糾と比佼すると,ピレト1)ン叫独

の死虫率がもっと低いのにもかかわらず,共力剤を添

加することによって死虫率は前者よりも全感的に高く

なっている.この慣向はすでに述べた放免滴下法にお

ける成約と同じ傾向であった.

ここで特異性を示したのは,共力剤巾独処理でみら

れるように,Pn霧法によるイエバエの死出率が sa･

froxanにおいてかなり拓 くあらわれたことである.

非刑の処世方法のもがいが大きく芸王を示した一例であ

り.この切介はRf言妹のちがいが虫体への没退位に丑を

もたらしたのが一閃と考えられる.杜氏摘下法による

と,アセトンの茶矧 こよって紙LVl性の safroxan(mp.

45-48●)が充分出肘こ吸収されないため死出率があら

われないのに反し,PJt深沈の場合は比較的恭発Lがた

い keroseneを桁妹に桃川して浸透を容易ならしめた

絵札 死出串が捕まったものと推黙される.

S-421による死出串がきわめて花いことは微m摘下

法の場合と同様で. この実験のように1,%も鰐加する

と phthalthrinとの･lt･力効米は認められず, またピ

レトT)ンではかえって効JJが姐退する幌向があらわれ

ている.

0.01%から0.2%まで5校脚の沸皮の phthalthrin

に対し,それぞれ p.butoxideの混合倍率をかえるこ

とにより,甜々の組み合わせ沸皮の石油紋をつくり,

これをPn露降下法によってイエバエに処理せしめ,死

出率の変動を槻黙した.結果は第5図に示すとおりで

ある.phthalthrinに対しp.butoxideを増塁してゆく

と,それにともない死虫率 も上昇したが沸度の低い

phth州 rintpかrOn)1butoxide
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Fig.5. Therelationbetweendosageandmor･
talityofhousefliestreatedwith miXturesof
phtllalthrinpluspiperonylbutoxideatdifferent
ratiobythesettlingmistapparatus.

phthalthrinでも p.butoxideの量をふやすことによ

り死虫率はかなり高くなった.最終的には死虫率が90

%をこえるような没皮紐,0.1%の phthalthrinに対

し,約10倍虫の p.butoxideを使用したときにえられ,

実用的にもこのあたりが限界ではないかと考えられる.
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ま と め

phthalthrinの殺虫効力をたかめる目的で,共力剤

を氾用したときにその共力効果がどのように期待され

るかについて,イエバエを用いて実験した.徹虫滴下

法とPLt誠降下法とにより検討した結果,その効力は方

法のちがいによって差はあらわれたが,safroxanが

出も大きい共力効果を示した.しかし, ピレトリンに

おけるp.butoxideの効力と比校してみると,phthal-

thrin+safroxamの共力効果の万がなお劣っていた.

phthalthrinに対し p.butoxideの添加丑をふやし

てゆくとイエバエの死虫率はかなり増大する傾向が認

められた.
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Summary

1. Thesynergisticeffectsofsyntheticsyner-

gistscombinedwithnewpyrethroid〃phthalthrin"

onhouseflieswerecomparedwiththoseofpy-

rethrinsbyusingtopicalapplicationmethodand

settlingmistapparatus.

2. Theexperimentalresultsobtainedbythe

topicalapplicationmethodwereasfollows.The
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factorsofsynergism ofphthalthrin combined

withvarioussynergistsataratioof1:5wereas

follows:safroxan8.91,sulfoxide6.41,piperonyl

butoxide3.89,〟-propylisome1.51,showingthe

greatestlethaleffectofphthalthrinplussafroxan.

Whilethefactorofsynergism ofp.butoxideto

pyrethrinswas13.69.Itshowsthatthesyner･

gism ofphthalthrin plus safroxan wasstill

inferiortothatofpyrethrinsplusp.butoxide.

Tllemortalityofhousefliesincreasedinpro･

portionwithincreasinginthemultipleofsynergist

addedbetween1:1.25and1:10,butitdidnot

increasewhensynergistexceeded1:20.

3. Theeffectsofphthalthrincombinedwith

10timesofeachsynergist(p.butoxide,〟-propyl

isome,sulfoxide,safroxanandS-421)usingsettling

mistapparatuswereasfollows.

Themortalityofhousefliesincreasedbymixing

synergisthaving3,4-methylenedioxyphenylgroup.

However,thedifferenceim mortalitiesamong

thosesynergistsusedwasnegligible.

Itwasnotrecognized thattheknock･dowm

effectofphthaltbrinplussynergistwashigher

thanthatofphthalthrinalone.

Asforthelethaleffect,itwassuggestedthat

o.1% phthalthrimcombinedwith10timesofp.

butoxidewaspracticallysuitable.

4. ThelethaleffectofS-421alonewasun･

expectedlyhigh,butwhenthiswasmixedwith

phthalthrinorpyrethrins,theantagonism was

observed.


